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都市計画局企画調査課では,パ ー トナーシップのまちづ くりを進めるため,ま ちづ くりに関する情報誌を
出すことにな りました。この情報誌は,趣 旨に賛同して集まった市民と企画調査課で作つています。具体的
な地域のまちづ くりの事例 を中心に,活 動支援制度,行 政や企業のかかわ り方などを紹介していきます。
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はまつ子がハマをガイ ドします

■シテ ィガ イ ド協会発足

近代の歴史が凝縮している横浜には、歴史的資産のこと

だけではなく、自分が住んでいる街 「横浜」のことをもつ

と知 りたいと思っている人や、 「横浜」の街の歴史をさら

に学習じ知識を深めたい人など横浜大好き人間たちが沢山

住んでいます。その人たちに横浜の歴史や文化をもつと広

く深く学んでもらい、その成果を観光客や居住歴の浅い市

民にガイドしてもらうために 1992年 8月 13日 に 「横

浜シテイガイド協会」が発足しました。

■私 たちの まち 「横 浜」 をも つと知 りたい

半年後に中区の生涯学習の講座として 「横浜シティガイ

ド講座」を開講。講座名にある
“
シティガイド

"と
いう言

葉に自分にもできるのかしらと不安と期待とを合わせた気

持ちで参カロした人ももちろんいました。きつかけは様々で

も3ヶ 月間の定期的な研修 ・現地見学に意欲的に取 り組

み、それぞれ着実に学習の成果はあがりました。

■歴 史 を生 か した まち づ くり

横浜には,開 港以来培われてきた独特の

文化があります。海外へ開かれた港町とし

ボランティアによるガイ ドの様子

(→次頁左へ続 く)

歴史的建造物として認定した場合)の 助成をします。なお平成

9年度から,耐 震改修 (構造補強)に ついての助成が新たに設

置されています。

③歴史的建造物をその評価に応 じて,「 登録」 「保全契約菫
「認定」の3種類に分け,幅 広く柔歌な対応をします。

☆ 「横浜市認定歴史的建造協」

歴史的建造物のうち,特 に重要な価値があると認められたも

のは 「横浜市認定歴史的建造物」として認定を受けることがで

きます。

認定に際しては,所 有者の方と市及び専門家が協議をし,該

当する建造物をどの様に保全 じ活用 していくかを決める 「保全

活用計画」を定めます。認定を受けるとこの計画に沿つた保全

計画の行為に対し市が助成することができます。

この計画に関係する改修等を行うときは,市 に届出をしてい

ただき,所 有者の方と市及び専門家,工 事関係者の協力のもと

に作業を進めることになります。

「歴史を生かしたまちづ くり」についてのお間い合わせは横

浜市都市計画局都市デザイン室(TEL 671-2023)まで。

這魅汗覆?碁亀浸涯醤あ上累亀橿環軽暑セ林差
います。また,郊 外部には十日街道や農村の風情を伝える古民家

や社寺が残されています。

これらの歴史的建造物は,ま さに 「横浜らしさ」をかたちづ

くっており,か けがえのない市民共通の財産といえます。そこ

でこれらをまちの魅力資源として,新 しいまちづくりに積極的

に活用する施策を展開しています。

☆ r歴史を生かしたまちづくり要揺」
この制度は,市 自らが歴史的な資産を大切にしていくととも

に,所 有者の方々の保全の努力に対し,支援をしていこうとい

うもので,つ ぎのような特徴があります。

①外観の保全を最優先し,内部はむしろ積極的な活用を望みま

す。

②保全のための改修等に最高6000万円 (木造以外の建物で,



続けて研1夕講座も開講し、学ぶことが生活のリズムの一

部になりました。何十年ぶ りで学校のような講義を受ける

ことにわくわくしたり、歴史を活かしたまちづ くりの一環

である歴史的建造物として保存されている古い洋館を実際

に見学したり、自分たちの足で歩いて発見 した情報も盛 り

込んだ地図作成 とガイ ドテキス トを作つた りと充実 した活

動を続けてきました。

■会社 を卒業 してか らが本当の生涯現役

シティガイド協会の会員は現在80数 名ほどになり、そ

の中には会社を定年退職した人も何人かいます。様々な社

会経験を活かし、会社時代には発揮できなかった才能をシ

ティガイドの場で花開かせているようです。参加した当初

は普通のおじさん ・おばさんだつた人が一生懸命控強して

ガイドとして活躍し、回を重ねてどんどん自信をつけて、

いつのまにかきらきら輝いていくのです。

まだまだ若い?会 員は自分たちがそんな風に素敵に年を

重ねていける現実を目にして将来への夢をつないで行きま

す。会社に属していることが社会とのつながりと思いがち

ですが、真の社会参加とは自分の住む街にどう関わるかが

重要なことだとわかつてきました。

地域を生活のベースに置く時間は、人生が80年 と言わ

れている現代ではほぼその半分にあたります。自分が住む

地域の住みやすさや人間関係はやはり自分が積極的に関わ

ることで築き上げていくことができると思います。 「横浜

シティガイド協会」の会員たちはガイドするするという活

動の中で自分たちの街 「横浜」を見つめ、大切にしていこ

うとしています。

■ポラ ンテ ィアガ イ ドと して活動 中

今年は 「かながわ国体」が開催されます。そこでも 「横浜

シティガイド協会」はボランテイアガイドとしてお手伝い

する予定で、そのための研修も進行中です。この他にも全

国のボランテイアガイドの大会に参加したり、他地域のボ

ランテイアガイドのグループとの交流も行つています。

毎年恒例となった春と秋の企画ガイドは毎回好評で、今

春は 「幕末を偲ぶ野毛」 「花の丘を歩く根岸」 「ハイカラ

を楽しむ山手」 「ハマに遊ぶ港」の4つ のコースを企画し

ました。
「まちづくり」は結局のところ 「人づくり」ということ

ができます。自分たちのまちを愛し、守り、育てていくた

めにはまず人々の心の中にその種を蒔かなくてはなりませ

ん。観光スポツトも多く、それだけで魅力十分なまち 「横

浜」ですが、それに加えて現在の基盤ともなつたまちの歴

史や文化。そうしたものを学び、大切にすることによつ

て、次世代に繋げて行くことが私たちにとつての重要な使

命だと思います。 (松井)

※ガイドについてのお問い合わせは

「横浜シテイガイド協会」TEL045-623-4550鳴 田まで
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ホームページ 「はまなび」

ネクタイはず して輝いている男達 (親父達)

いま中高年,熟 年を中心に会社人間から地域に目を向けよう

とする父親が増えつつあります。

会社員である父親が地域に帰る意義は三つあります。

会社員が地域と会社をいつたりきたりすれば,パ ランスのと

れた個人に生まれ変わります。そんな社長が多くいる会社は,

時代の変化に即応できる柔らかい組織になります。さらに地域

活動に役立つマネジメントカをたずさえての地域参加は市民中

心のまちづくりを推進 します。そうなつてこそ,ボ ランテイア

活動など会社だけでなく地域でも 「働 くこと」が普通のライフ

スタイルになっている欧米のビジネスマンと真の意味で対等に

なるはずです。

ウイークエンドは地域に徹するからこそ,1週 間のストレス

が消え,月 曜から心機一転。会社の仕事に全力投球できます。

2月 11日 ,横 浜の 「丘の手」といわれる都筑区に 「ふくろ

う」好きが集まりました。 集 まつたメンパーは,保 険会社,

広告会社,建 設会社に勤めている人,デ ザイナー,コ ンサルタ

ント,な ど。その後続々とメンバーも増え,ほ とんどは親父で

す。

会の名前は 「ゆめふくろう」 (ホーホロスケ会)。昔,都筑

の森にもいたという 「ふくろう」を通じて動物,さ らには自

然,環境の勉強をし,観察会などを開きたいということになり

ました。これを生涯学習の講座としてやつてみようという声が

あがり,区 の生涯学級へも申し込もうと意気込んでいます。

(鴻日)

生涯学習支援センター,コ
ーナー

の案内パンフレット

(各センター,コ
ーナーで配布)
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あなたの 「学び」を応援 します

「生涯学習支援センタT」

平成 6年 11月,横 浜市は18区の区役所または区民利用

施設に学習相談ができるスペースとして,生 涯学習支援

センター (あるいは生涯学習相談コーナー)を 作 りまし

た。各区には 2人 ずつ学習相談員がいて, “パソコンの

講座はあ りますか
" “

市内でキヤンプのできる場所を知

りたい
" “

いじめについての講師を紹介 して
"と

いうよ

うな学習情報の提供 , “退職 したので何か始めたい
"

“
仲間と地域のことを学びたいので,グ ループの作 り方

を教えて
'' “

福祉施設で働 くためにはどんな資格がいる

の
"と

いうような学習相談にお応えしているほか,学 習

機材の貸出し,交 流の場の提供も行つています。

平成 9年 10月には,全 区の生涯学習支援センターにパソ

コンを導入 して,ど この生涯学習支援センターか らで

も,学 習相談員が講座 ・イベン ト情報などの生涯学習情

報を検索できるようにな りました。また,神 奈川県生涯

学習情報センターと連携 して,イ ンターネットを利用 し

た情報の提供も始めました。

横浜市では,地 域でさまざまな学習活動やグループ活動

をしている人が学習相談員になっていることが多 く,相

談にみえる方との関係も,教 える ・指導するではな く,

相談者の話すことをよく聞き,同 じ目線で考え,共 に学

ばうという姿勢で接するよう努めています。そこで,学

習 したい人たちを結びつけてグループを作つた り,グ ル
ープとグループをつなげた りと,地 域のネットワークづ

市民の生涯学習への支援 くりのお手伝いを します。 また,ボ ランティアをしたい

人や,特 技のある人などに入材登録をしてもらい,問 い

合わせがある時には,紹 介をするなど,コ ーディネータ
ーとしての役割をしているところもあります。このよう

に,市 民と密接な関係にあることが,生 涯学習支援セン

ターが全国的に注目されているゆえんといえましょう。

まだ一度も利用したことがない方は,ぜ ひ,覗 いてみ

てください。 (賀谷)

鶴見区 510-1694

西区  320-8396

南区  743-8196

保土ケ谷区334-6306

磯子区 757-2394      ‐

港】ヒ区 540-2246

青葉区 978_2288

戸塚 区 866-8419

泉区 800-2393

各区の中差学習支援センターまたは生涯学習相談

コーナー

神奈川区411-7088

中区  224-8138

港南区 847-8399

旭区  954‐ 6098

金沢区 788-7803

緑区  930-2237

者田鯨:[重 948-2237

栄区  894-9900

瀬谷区 367-5697

この他にも各区で

は,市 民の生涯学習を

さまざまな形で支援し

ています。

例えば 「広報よこは

ま神奈川区版 (2月

号)で はこんな形で募

集 していました。

(ここでいう学級とは

連続講座で同一の参加

者で構成されているも

のをいいます。)
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保土ヶ谷宿400倶 楽部と東海道膝栗毛セミナー

保土ヶ谷宿400倶 楽部
「保土ヶ谷つて,ど んな町」つて考えてみるとベットタウ

ンで普通のまちで特色も感 じられない所というEP象で した。

東海道五十三次の宿場のひとつである保土ヶ谷宿という全国

ブランドを活用 して歴史のルーツを今のまちづくりに生かし

ていこうとする会として,保 土ヶ谷宿 400倶 楽部が 198

7年 8月 に発足 しました。地域で商店を経営する人も参加 し

てきました。

東海道をテーマにした各市民グループの中でも,お そらく
一番早 く,2001年 が東海道宿駅制度の制定400周 年と

いうことに気がついて会の名前につけました。

手始めとして何かイベントをしようということで,宿 場落

語をお寺でやつたり,ま た商店街で 「宿場祭 り」開催の協

力,宿 場名物料理の試作,区 史づ くり,宿 場博物館の提案な

ど,歴 史を生かしたまちづ くりについての具体的な提言が

次々と出てきたのです。これらは新聞などでも取 り上げられ

て,会 員の意気もあがり,区 役所の支援もあり進めていくこ

とができました。

東海道シンポジウムの第 8回 大会を保土ヶ谷で 1995年

に開催 してから,街 道沿いの町とのつきあいも広がってきて

います。 1996年 滋賀県水日での第 9回 大会へはパスツア

ーを組んで 15名 が参加 しました。

東海道膝栗毛セミナー

横浜市内でも各区役所と市民グループの共催による取 り組

みとして 1996年 度は東海道膝栗毛セミナーが 3区 合同

(神奈サ||,西 夕保土ヶ谷)で 開催されました。 1997年 度

からは 5区 合同 (銭見,神 奈川 ,西 ,保 土ヶ谷,戸 塚)で 講

演と各区の発表の二部構成で開催されました。各区の市民グ

ループと区の担当が半年前から打ち合わせをして開催に漕ぎ

着けました。横浜の東海道という地図を共同で作成 し,5区

の共有財産 として今後活用 していく予定です。特に2001

年まであと4年 ということで横浜から発信するイベン トを企

画 していこうという雰囲気が盛 り上がってきています。

(東海道膝栗毛セミナー実行委員 ・保土ヶ谷宿 400倶 楽部

斎藤)

Administrator
長方形

Administrator
テキストボックス
ケ

Administrator
長方形

Administrator
長方形

Administrator
長方形

Administrator
長方形

Administrator
長方形

Administrator
長方形

Administrator
長方形

Administrator
長方形

Administrator
テキストボックス
ケ

Administrator
テキストボックス
ケ

Administrator
テキストボックス
ケ

Administrator
テキストボックス
ケ

Administrator
テキストボックス
ケ

Administrator
テキストボックス
ケ

Administrator
テキストボックス
ケ

Administrator
テキストボックス
ケ



一 各 地域で行われた

イベントの報告です 一

戸塚区 「ち くこん情報交換会」が開催されました

3月 12日 ,創 刊号でご紹介した戸塚区地区懇談会の情報交

会が関かれました。各地区連合からそれぞれの地区懇談会の

告がされ,後 半はよりよい 「ちくこん」にするための意見交

を行いました。地域と行政が役割分担 と責任の所在をはつき

りさせ,パ ー トナーシップで課題解決に取 り組むことで, 様 々

な成果をあげています。

各地区とも持ち時間が足 りな くなるほど熱のこもつた発表

,意 見交換でも,地 域の中で対立していたことも徹底的に議

して乗 り越え 「真剣に話し合えばいい芽がでる」といつたカ

い発言もありました。最後は区役所からの 「下から,内 から

塚のまちを作つていこう」という言葉で締めくくられました

が,ま さにそのようなまちづくりが始まつていると感じまし

た。 (賀谷)

|1区「友 ・遊 ・まちづ くリフォーラム」を終えて

何のためにやるのだろう,こ んなに苦労 して・・,…。

7回 の実行委員会と数回の専門部会を経て,苦 しくなると頭

中をよぎるこの疑間に明確な答えがみつからないまま;「 3

月 15日 」神之木地区センターで本番を迎えました。

神奈川区で初めて開かれるこのフォーラムは,テ ーマを 「は

じめよう ・ひろげよう 。神奈川区のWA」 (「WA」 は 「輪」

あ り 「和」でもあ ります。)と 決めました。 25の 「テー

マ」を持つて活動 しているグループが 6つ のゾーン (「あらゆ

る人が共に暮らす」 「歴史から学ぶ」など)に 分かれて展示)

イベント,体 験コーナーなどで活動を紹介。智恵と工夫が随所

二みられ,学 ぶべきことが多 くありました。また,人 間が活動

している熱い患吹に触れ,感 動を与えてくれました。

昨今の社会の変化はより激しさを増 しています。都会での人

係の稲薄化は一人でも暮らしていけるような錯覚を生みま

。しかし,ま すます進む高齢化の中で,人 と人とのふれあい

と助け合いは自分の暮らす地域で 「幸せ」に暮らすために,欠

かせない条件です。
一人ひとりを大切に思う心や共に生きる心は,「 生涯学習」

と 「生涯学習活動」によって,育 まれていきます。
「楽 しかつた。」 「人が力を合わせるとすごいことができる

ね。」 「家族みんなできました。」 「実行委員の笑顔がいいで

すね。」 「ボランティア活動の大切さが分かつた。」約700人の

参加者から聞かれた感想からも裏付けられた気がします。
「何のためにやるのか」"・冒頭の疑間が吹き飛んでしまつた一

日でもあ りました。

(神奈サ|1区生涯学習支援係 竹 内)

華黍萎SI艶:
コ 「西部方面の会」で天王森泉公園を訪ねます。

5月 16日 (土), 「 西部方面の会」で第3号で紹介した天

王森泉公園を訪ねます。午後 2時 現地 「天王森泉館」に集合で

す。

■実学 ・横浜金沢―街のプロデユーサー入門講座 第 1期 受講

生募集中
「横浜金沢」を体感し,街 を総合的に演出するための方法論を

学ぶ学習講座です。金沢の街づ くりをやつてみようという方の

参加をお待ちしています。 (4月22日第1回目実施予定)

聞い合わせ先 :金沢区役所区政推進課企画調整係045(788)7727

金沢区ホームページ:

http://www.Cly.yokohama.jp/com m/kanaZawattndeX.htmi

口
"み

んなで考えよう都心の水辺
"

「大岡川中村川ワークシヨップ」 参 加者募集

大岡川 ・中村川 ・堀川をいかに活用 ・利用していくかを考える

ワークショップ。5月 より開催予定です。

問い合わせ先 :横浜市下水道局河ナ|1計画課045(671)2858

下水道局ホームページ :

http://www.Ctty.yokohamabjp/cplan/miZu/m iZu.indexthtmi

横浜市のホームページの中に rョコハマ 人 。まち」のホームページを開設しました。この印刷物とほぼ同じ内容のものがインターネツト

でご覧になれます。インターネット版では,バ ックナンバーもごらんになれます。

(http://wwW=C■y.yokohama.jβ/me/hRomati)

編集 :「ヨコハマ 人 ・まち」編集会議

発行 :横浜市都市計剛歌 爾 査課  〒 231-0017

TEL  045-671-3512    FAX

穀 号の編集メンバーは

績 浩夕樫山 叢 ,鋤 耕燕 S,潟 田 益孝)

,il崎 あ や,川瀬 泰代,賀 谷 ま ゆみ,鳥 山 稔

横浜市中区港町 1-1

045-663-3415

重岡 昭 男,谷 田 和 豊,松 井 祐子

でした。

編集後記
「パー トナーシップのまちづ くりを進めるための情報誌」として, 1号 から住宅地,福 祉タ

環境,生 涯学習とテーマを変えて取 り上げてきましたが,こ のような様々なテーマで私たちは

まちにかかわつていくことができます。今回のテーマ,生 涯学習についていえば,学 習を通 じ

て 「まち」に気づき,そ れが自分たちのまちを作 りたい,と いうことに発展 していくのではな

いで しょうか。逆にまちづ くりそのものが,生 涯学習だともいえるかもしれません。

まちづくりにかかわるきつかけはまだまだたくさんあります。また,活 動を進めていくやり

方もいろいろです。この情報誌を読んだ一人でも多くの人が,自 分たちのまちに関心を持ち,

何らかの活動を始めたり,す でに活動されている方の参考になればと思つて作つてきました。

みなさまからのご意見をいただきながら少しずつ内容やレイアウトなども直 してきましたが,

いかかでしたでしょうか。

来年度はみなさまのご意見をうかがつた上でよりよい情報をお届けしていきたいと考えて

いますので,ご 意見ご感想をお寄せ ください。  `
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